
地域食堂
畑で作った野菜を使った使った食堂。
元気な高齢者の就労支援を図る。

水辺の部屋
高齢者の居住空間。春日部の豊か
な自然と共に暮らす。

土間リビング
橋から続く土間の空間は、街のリ
ビングとしてくつろぐことが出来る。

体操教室
大人から子供まで一緒に体を動か
し、介護予防にも役立てる。

main bridge
橋の主な通り道。
橋を渡ると土間空間へと繋がる。

park bridge
隣接したひまわりの広場か
ら広がっていく緑の空間。

足湯
緑を眺めながら安らぐ癒し
の空間。

図書カフェ
本を読みながらほっと一息
お茶を楽しめる。

terrace bridge
2 階のテラスからつながる橋。
より景色を眺めることが出来る。

くつろぎのアーチ
家に帰ってきたかのような
くつろぎの空間が広がる。

憩いのアーチ
時間を忘れ、ゆっくりと過ご
すことのできる空間。

水辺の部屋
高齢者の居住空間。春日部の豊か
な自然と共に暮らす。

ひまわりの広場
敷地に隣接している広場。
夏になるとひまわり畑になる。

キッズルーム
子供たちと高齢者の交流の場。
橋を渡って子供たちが遊びに来る。

工房
人やものに触れ合うきっかけの場。
新たな交流が生まれる。

ふれあいのアーチ
多世代が集い交流する場。橋を渡り
地域住民の居場所となる。
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埼玉県：約 19 万円

全国平均：約 24.8 万円

居住期間20年以上総数
0以上~58未満

58以上~119未満

119以上~181未満

181以上~272未満

272以上

65歳以上人口総数凡例

凡例

周辺環境図
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125以上~169未満

169以上

埼玉県の現状

春日部市について

敷地分析

埼玉県は全国の中でも高齢化が一層進んでいるが、一人当たりの介護給
付費や要支援・要介護の認定率が最も低く、支援・介護を必要としない
元気な高齢者が多い。特に高齢化が進んでいる春日部市に着目した。

春日部駅北側には、旧日光街道や古利根川があり、宿場町として川と共
に発展してきた。古利根川では、約 250m おきに橋が架かっており歩行者、
自動車が行き交う場となっている。しかし、八幡橋から牛島人道橋まで
は約 1km と橋の間隔が開いており、川を気軽に渡れず、交通の便におい
て南北で地域が分断していると言える。

古利根川を挟み南側は、
65 歳以上の高齢者が多
くいる。また、北側は
若い世代が多い。

古利根川を挟み北側は、
比較的居住年数の短い
住民が多く、南側は居
住年数の長い住民が多
い。

居住年数や 65 歳以上の人口総数より、川を挟んで世
代が分断している。川を中心に、畑や空き地といっ
た豊かな緑が広がっている。季節を肌で感じられる
都市と自然が寄り添う街。
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Fig.1 都道府県別一人当たりの介護給付費 Fig.2 都道府県の要支援・要介護認定率

食 × 農作

【地域食堂】
食堂を経営、元気な高齢者の就
労支援を図りつつ、畑を使い農
作物を育てる。

暮らす × 介護

【介護施設】
元気な時に活動してきた馴染み
のある場所で、支えてもらいな
がら地域とかかわりを持つ。

【子育て支援】
高齢者の知恵や恩恵を享受し、
家事や子育てのサポートを行う

【アクティビティ広場】
歩きたくなる回遊性やあえて階
段を設けるなど不便益を利用し
た空間づくり

【教室】
趣味や好きなことを教えあうこ
とで多世代交流とコミュニティ
形成を図る

家事 × 子育て 運動 × 介護予防 趣味 × 多世代交流

支えが必要な高齢者 元気な高齢者 生産年齢人口・子育て世代 子供たち 協力店舗・企業 春日部市

【橋】歩行空間 × 建築 地域で分断された世代をつなげ歩行者のネットワークをつくる

￥

￥

￥ ￥

￥

収益

雇う 協力

許可・申請歩行空間の利用

01. Site Informetion 02. Proposal

街を緑にする

様々な環境資源

空き家

高齢者が安心して
住み続けられる街

住民の協力

各世代の課外活動
生涯学習

居場所をつくる
高齢者の就労
社会参画

コミュニティ形成

増大する高齢者の健康寿命
をいかに延伸するか

少子高齢化

技術・知恵の享受

SDGs17 の達成目標を元に、春日部市における地域活動やコミュニティの分断の課題と、超高齢社会における介護の課題の同
時解決を図る。地域資源である川を拠点とし、そこに橋を架けることで川辺の回遊性を持たせるだけでなく、地域の人達が気
軽に集う居場所となりえる。高齢者が主役となり超高齢社会を支え、元気なうちから地域とつながりを持ち、その後介護が必
要となっても快適に過ごすことが出来る建築・都市空間を構想した。

地域の課題　×　介護の課題

古利根川

03. Design Concept 05. Structure Diagram

水

人

緑

高齢者の拠点となる施設。
日常のふとした瞬間を

過ごし、ふらっと寄りた
くなるような場所。

古利根川の周りにある
四季折々の自然を生かした

デザインをする。

波

●久喜

●大宮

●春日部

●浦和

●川口

縄文時代後期の地形

春日部は約 6,000 年前は海
だった。古くから水と深い
関わりのある場所で、波
や流形のモチーフを用
いることで、街に溶け
込むような空間を提
案した。

波打つ屋根 波打つ梁

直線的なワイヤー

繋がる橋 繋がる床繋がる床

直線的な柱直線的な柱

波打つ屋根

土木のスケールから建築のスケールへと構造形態をつなげる。
1 2

3
4

敷地の点と点を結ぶように直線の橋を架ける main bridge、park bridge、terrace bridge の 3 つの
ふるまいをつなげる

縦の波

ふるまいが波動として敷地を結ぶ

縦横それぞれの波形の構造をつくる

縦の波が梁と屋根になる

縦の波が床となる

波打つ屋根は、川からの風を住宅街へと受け流す縦の波、横の波で構造を作ることで一体感をもたらす

横の波

風速　2m/s
風向　南東

波のモチーフを利用した橋と建築の形態を操作し、繋がりを持たせた。

Wind analysis

04. Design Approach

わたる拠り所　
―地域と超高齢社会の架け橋として―



06. Plan GL+3,000

08. Parthpective

07. Plan GL+7,000

EV

w.c
w.c

中庭

水辺の部屋
春日部の豊かな自然
と共に暮らす

水辺の部屋
春日部の豊かな自然
と共に暮らす

工房
趣味を通して多世代が交流する場

水辺の部屋
春日部の豊かな自然
と共に暮らす

Main bridge
橋の上の主な通り道

足湯
憩いのアーチの屋根下空間
を利用した足湯

図書カフェ
憩いのアーチ内にある
地域住民の集いの場

体操教室
多世代で体を動かし、介護
予防のきっかけづくりの場

土間リビング
橋からつながる土間空間

Park bridge
隣接したひまわり広場
から広がる緑の橋

Terrace bridge
2 階のテラスからつながり、
より一層景色を眺めることができる

キッズスペース
高齢者と子供たちの交流の場

地域食堂
畑で採れた野菜を使い、
高齢者の就労支援を図る

w.c

ひまわり広場

大風呂

脱衣所

設備

事務

w.c

w.c

倉庫

GL+2350

GL+1100

GL+1100

EV

風呂
風呂

w.c
w.c

DN

DN

GL+4550

Plan GL+3,000　
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Plan GL+7,000　　　

0 10 25 50(m)

UP
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UP
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DN
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図書カフェに立ち寄る。橋を渡る前に現れる図書カフェは、地域住民の憩いの場となる。

土間リビングで過ごす。地域住民のくつろぎの場となり、土間で靴を脱いですぐ上がることが出来る。
足湯に赴く。憩いのアーチでは、屋根の軒下を利用して足湯を設けた。
川辺の景色を眺めながら過ごすことが出来る。

橋を渡ってふれあいのアーチへ行く。多世代が地域活動に触れる場。街の拠点となり、向こう岸へ送り
出し向かい入れる役割を果たす。

地域食堂を訪れる。ふれあいのアーチにある地域食堂では、畑で採れた野菜を使った料理をふるまう。
土間の入り口にすることで、利用者が入りやすくなる。

工房を訪れる。ふれあいのアーチにある工房では、ものづくり体験を通して交流する。建築の屋根の流
れが橋へ伝わる様子も見ることが出来る。

ふれあいのアーチ

地域食堂

工房

土間リビング

図書カフェ

足湯



09. Super Section ＆ Sequence

terrace bridge くつろぎのアーチ憩いのアーチmain bridgepark bridgeふれあいのアーチ

0 5 15 30(m)

AAʼ Section　　　

地域食堂

工房

水辺の部屋

水辺の部屋を出た先のテラスから橋を眺める。テラスと terrace bridge が繋がることで橋へと興味を
引き、行き来しやすくなる。中庭の様子も見ることが出来るため、賑わいを感じる。

park bridge を渡る。隣接しているひまわりの広場と一体となった park bridge では、春日部の四季
折々の自然を感じると共に、まるで橋の上に公園があるかのようなのびのびとした場になっている。

main bridge を渡る。main bridge は、橋を通行する人の主な通り道。ベンチに腰掛けたり、terrace bridge
の床下空間を使ったテーブル席で佇むことが出来る。

terrace bridge を眺める。terrace bridge は、ふれあいのアーチに繋がっており、2 階から直接橋を渡る
ことが出来る。古利根川の景色を一望しながら橋を渡る。

憩いのアーチとくつろぎのアーチから橋を見る。橋の床が建築にまで広がり繋がることで一体感を生
み出す。

ふれあいのアーチ

Park bridge Main bridge Terrace bridge

憩いのアーチ・くつろぎのアーチ

A

Aʼ


